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118 松山大学論集 第25巻 第6号
平成20年決定は，この行き過ぎに対して歯止めをかける意味があるが，判例
の変化の方向としては，平成20年決定によって，平成4年決定は影響を受
け，「共謀共同正犯形態」において関与した共謀者に関して侵害の急迫性の存
否を判断する場合，「積極的加害意思」理論を経由せず，「端的に」，共謀者の
法益侵害の危険性の存否に基づいて判断すべきことが期待されることになる。
（本稿は，平成24（2012）年度松山大学特別研究助成の成果の一部である）
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